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2026年春季労使交渉・大手企業業種別妥結結果（最終集計） 

～146社平均 19,752円、アップ率 5.37％～ 

 

経団連は４日、2026 年春季労使交渉の大手企業業種別妥結結果（加重平均）

の最終集計を発表した。 

23 業種 248 社の大手企業（原則従業員 500 人以上）を対象に調査を実施。同

日までに妥結を把握した 22 業種 192 社のうち、集計可能な 20 業種 146 社の平

均引上げ額は 19,752 円（前年比＋557 円）、アップ率は 5.37％（同△0.02 ポイ

ント）であった。引上げ額は現行の集計方法（加重平均）に変更した 1976年以

降の最高額を更新、アップ率は 1989 年から 1991 年以来となる３年連続５％台

を記録した。今年も賃金引上げの力強いモメンタム（勢い）が継続し、「さらな

る定着」が確認できる結果となった。 

 

分布をみると、引上げ額では、「17,500～20,000円未満」と「20,000～22,500

円未満」（各 25.5％）が最も多い上、この２区分（17,500～22,500円）で５割超

（51.0％）を占めており、一定の範囲に集中している。全体では、「20,000円以

上」の企業が４割強（45.2％）に上っている。 

アップ率では、全体平均（5.37％）を上回る「5.50～6.00％未満」（21.2％）

が最も多くなっている。全体では、「５％以上」の企業が７割（70.9％）、「６％

以上」が３割（30.0％）に達している。 
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